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まちづくり志民 活動助成事業

　志民団体が主体となり、町を元気にし、みん
なが生きがいと充実感をもって暮らせる地域社
会を実現する「まちづくり」活動。令和元年度に
採択された4事業について、3月 14日に開催
された報告会で、多古町まちづくり審査委員会
が事業を審査し、各事業を実施した志民団体へ
講評を行いました。
　それぞれの事業は地域にある文化、行事、風
景など日常生活において普段そこにある身近な
ものの大切さを再発見し、また、町の魅力の発
信につながるものとなりました。
　町民の皆さんの素晴らしい発想こそが町をよ
り魅力のある姿へと導くことにつながっていき
ます。皆さんのアイデア、形にして町の発展に
ご協力ください。

　美しい風景だけでなく、肖像権等をクリアしつつ人々の
笑顔を多く掲載していることが素晴らしいです。今後の
展開としては、日常生活に寄り添う身近な掲示物として、 
災害対策等にも活用できる危機管理ツールとして発展さ
せ、カレンダーとしても活用できる形にできれば、また 
新たな素晴らしい取り組みになると思われます。

　　　　 志民団体とは・・・

まちづくりに「志」を抱き、自らの提案と行動を行う団体。

○構成員が 3 人以上で、満 20 歳以上の方を

　1 人以上含む

○構成員の過半数が町内在住、在勤、

　在学している方

○主に町内で活動を行っていること

お問合せ●

都市計画課都市計画係☎ 76-5408

　多古町には多くの魅
力ある文化、行事があ
ります。そこで町の魅
力を写真や文字、QR
コードを活用して、
1年を通じて目にするこ
とができるカレンダー
として製作し、町内外
の方に配布しました。

　多古町に伝わる民謡である「めでたいもの」「多
古町音頭」や、近年に作られた「ふるさとソング」

「今日も笑顔で」などを町内外に広めるため、
多古町の民謡を唄い継ぐ会を開催し、子どもから
高齢者までが一緒に歌い踊れるよう、第 4 回アー
トフェスティバルというイベントで披露し、多世
代が交流する場を創りました。

【多古町の農産物をおい
しく食べる講座パートⅡ
野菜料理と活用法】
　多古町の野菜を使った料理を全 4 回にわたり
研究し、それらを野菜料理カードにまとめてＰＲ
することにより、多古町の農産物の消費拡大を図
りました。定員 20 名で募集したところ、町外か
ら 7 名の参加があり、町内だけでなく、町外へ
のＰＲも同時に図ることができました。

　近年少なくなってきている盆踊りを中心に縁日
を開催することにより、子どもから高齢者までの
各世代が楽しみ集える場を創出し、
地域交流の活性化を図りました。

NPO 法人 観光・交流・助け合いネット多古
【多古町の民謡を唄い継ぐ会】

NPO 法人 観光・交流・
助け合いネット多古
【たこらぼえんにち】

NPO 法人 観光・交流・
助け合いネット多古

多古町商工会青年部
【多古町PRカレンダー（たこ・ここ！知って！）製作】

～町民の皆さん、主役は 「あなた」です～

講 評 講 評

　地域の文化、伝統はとても大事な要素であり、民謡とし
ての「めでたいもの」は多古町の固有のものであると思いま
す。継続的に事業を展開していただけると、多古町の文化
としての資産が新しく生まれてくると思われます。今後の
展開に期待します。

講 評講 評

　プロの料理人を招いて多古町産の野菜
を用いた料理を研究することで、「野菜の 
使い方を広める」という観点から、
多古町産の野菜のＰＲに効果があったと 
思います。取組みが新聞にも掲載されるな
ど、多古町のシティプロモーションとして
も大変意義の大きいことをやっていただい
たと思います。

　多くの人々が来場し、イベントとして成功していると思
います。地域の文化、行事、伝統といったものから導き出
されたものであり、地方創生総合戦略で提唱されている多
古町の関係人口の増加にも効果が期待されます。
　一つのコンテンツにとらわれる事無く、「えんにち」とい
う「人が集まる場」を創ることを主役とすれば、いろいろな
展開・発展の方向性を見出せると思われます。継続性につ
いてもよく研究されており、今後の展開に期待します。


